
プロティノスの
「天の動きについて」II-2-(14) 

1
1 なぜ円く動く
のか（「円く動
く」は『ティマイ
オス』34 aにあ
る言葉）

2�それはヌ
ース（英知）
をまねてい
るからだ

3�で、その
動きは何の
（動き）か、
魂のか、身
体のか

4�しかし魂
がそれの内
にあり、それ
に向かって
いるというこ
とは、どうい
うことなのか

4�魂が
行こうと
急いで
いるの
か

4�また魂は
連続的でな
い動きの内
にあるのだ
ろうか

4�また魂は
自分を運び
ながら、自
分と一緒に
（天を）運ん
でいるのだ
ろうか

5�しかし、一緒に運ぶ
のであれば、魂は今は
もう運んではいないは
ずで、すでに運び終わ
った、つまり天をむしろ
静止せしめているはず
で、つねに円く動かす
はずはないだろう

6�魂自身も
静止するだ
ろうから

7�いやむし
ろ、魂が動
いているとし
ても、とにか
く場所的に
（動く）ので
はないだろ
う

7�しかし、それ
では魂はどのよ
うにして場所的
に動かすのだろ
うか、魂自身は
別の仕方で動
いている、とす
ると

8�いやそれ
は、多分円
い動きもま
た場所的で
はないから
だ

8�あるい
は、それが
もし場所的
なものであ
れば、付随
的にのみそ
うなのだ

9�では、そ
れは（本来
は）どんなも
のなのか

10それは、自己自
身に対する、自己知
覚的で、自己直知
的で、生命力に溢
れ、いかなる点でも
外部へ、あるいは他
の場所へ向かわな
い動きである

11なぜな
ら、すべて
のものを包
括していな
ければなら
ないからで
ある

12�というの
は、生きも
のの支配的
部分は、包
括し、一つ
のものとす
るからであ
る

13�ところが、もしその部分が
静止しているならば、それはそ
れらに生命を付与しながらも包
括することができないだろうし、
また（天は）身体をもっているの
に、自己の内部の諸部分を、生
きものとして保全することもで
きないだろう

14�なぜな
ら、物体の
生命は運動
なのだから

15�しかしそれでは、天
の動きは場所的である
としても、それは天が自
分に可能な仕方で、つ
まり単独の魂としてで
はなく、魂をもつ物体と
して、生きものとして、
動いているからであろう

17�したがって
天の動きは、物
体的な動きと魂
的なそれとから
混成されたもの
である

17�つまり、物体は
本性上まっすぐに動
くが、魂は（動きを）
抑制するので、この
両方から、動いても
いるし止まってもい
るもの（同一場所で
の円運動）が生じる
のである

20�しかし他方、円
運動が物体の運動
だと主張されるので
あれば、どうして（可
能か）、火を含めて
すべての物体が直
進するものであるの
に

21�いや、物
体が直進す
るのは、そ
の物体が定
められた場
所へ到達す
るまでなの
だ

22�なぜなら、
物体は定められ
た通りに、本性
にしたがって静
止するし、定め
られた所へ運動
するように思え
るのだから

23�では、
（天の火は）
到達してい
るのに、どう
してそこへ
じっと止まっ
ていないの
か

24�それは、
火の本性が
動きに依存
するからだ
ろうか

24�とする
と、この火
は、円く動
かないばあ
いには、まっ
すぐに動い
て、離散す
ることだろう

25�してみ
ると円く動
かなければ
ならぬわけ
だ

26�しかしそ
れは、摂理
のわざだ

27�いや、火の
内に摂理から
（性質が）与えら
れていて、その
結果、火がかの
所へ行き着いた
ならば、それ自
身から円く動く
ことになるのだ

28�いやそれとも、天の
火もまっすぐに動くこと
を欲してはいるのだが、
場所がもうないので、い
わば横に滑り動くという
仕方で、動ける場所内
で行きつもどりつしてい
るのであろう

29�なぜな
ら、天の火
は、自分の
向こう側に
は場所をも
っていない

30�そこが
最先端の場
所なのだか
ら

30�そこで
天の火は、
現に自分が
占めている
場所の内で
走る

30�それは、それ自
身がそれ自身の場
所となっているのだ
が、しかしそこへ止
まっているためにで
はなくて、運動する
ためにそこへやって
来たのである

33�それにまた、円
の中心は本性上静
止するものである
が、他方外側の円
周が静止している
ならば、これは大き
な中心であろう

34�だから、生きて
もおり、本性的な状
態にありもする物体
（宇宙）のばいには、
まして円周は中心
のまわりをめぐるで
あろう

35�なぜな
ら、そのよう
にすれば、
円周は中心
へ傾く（向か
う）ことにな
るのだから

36�つまり、
沈下して中
心と一つに
なるのでは
なく

ーーそれだ
と円を滅ぼ
すことになる
からーー

そうはでき
ないので、
渦巻くことに
よって（中心
へ向かう）の
である

37�なぜな
ら、この仕方
によっての
み、円周は
自己の欲求
を満たすこ
とができる
のだから

38�しかし
他方、魂が
導いて回転
させるのだ
としても、疲
れることは
ないだろう

38�なぜな
ら、魂は天
を引きずる
のではない
し、本性に
反するよう
に（回転させ
るの）でもな
い

39�なぜな
ら、「本性」
とは全体的
な魂によっ
て定められ
たことなの
だから

40�それにまた、この魂は、
その全体があらゆる場所に
偏在しており、世界全体の
魂であるから部分ごとに分
断されてはいないので、こ
の魂は天に対しても、天に
できる仕方で、あらゆる場
所にあることをゆるす

42�そして
天にできる
のは、すべ
てのものを
順次たず
ね、訪れる
ことである

43�というのも、
もしどこかある
場所で魂が静
止しているのだ
ったら、天の火
はそこへ行って
静止したことで
あろう

44�しかし
実際には、
魂が全体の
魂であるの
で、天はあ
らゆる場所
で魂を欲求
するのであ
る

45�すると、
いつになっ
ても達しな
いのだろう
か

46�いや、こ
の仕方で、
天はいつも
達している
のだ

46�いやむしろ、
魂の側から天を
いつも魂自身へ
と導いて、この
いつも導くという
ことにおいて、い
つも天を動かす
のだ

47�しかも他の場所へ
動かすのではなくて、
魂自身へ向かって、同
じ場所で動かすので、
まっすぐにでなくて、円
く導くことになり、どこで
あろうと行く先々で魂を
もつことをゆるすわけで
ある

48�仮にもし魂
がじっと止まっ
ていて、ちょうど
それぞれのもの
が止まっている
ような場所に、
そこにだけいる
とすれば、天も
静止することだ
ろう

50�だから、魂
がどこであろう
とそこにだけ止
まっているので
はないとすれ
ば、天はあらゆ
る所へ行くだろ
う

50�ただ
し外へ
へでは
ない

51�したがっ
て円く（動く
の）である

2
1 では他の
ものはどう
なのだ

2�いやそれは、
他のものは、そ
れぞれが全体
ではなくて一部
分であり、部分
的な場所によっ
て束縛されてい
るからだ

3�他方、か
のものは全
体であり、い
わば場所で
あり、何もの
もそれを妨
げない

4�なぜな
ら、それ自
身がすべて
（世界）であ
るのだから

4�では
人間は
どうか

5�世界から生じ
たものである限
りでは、人間も
一部分である
が、人間が自己
自身である限り
では、固有の全
体である

6�さてしかし天
は、どこにあろう
とも、あらゆる場
所で魂をもつの
だとすれば、ど
うしてぐるぐる
まわる必要があ
るのか

7�それは、
魂が単にそ
こにだけい
るのではな
いからだ

8�それにま
た、魂の能
力は中心の
まわりをめ
ぐるとすれ
ば、この理
由でも、天
は円く動く
だろう

9�ただし、
「中心」を物
体のばあい
と魂の本性
のばあいと
で同じ意味
に解しては
ならない

9�魂のばあいに
は、中心とは魂
のその他の部
分がそこから出
て来る所である
が、物体のばあ
いには、場所的
な意味である

10�だから
「中心」を類
比的に理解
しなければ
ならない

10�つまり、あそ
こに中心がある
ように、ここでも
中心がなけれ
ばならないが、
こちらだけが球
形の物体の中
心なのである

地動説で
ある 11�つまり、前者

がその中心のま
わりをまわるよ
うに、後者（物
体）もそうするの
である

12�さてそこで、魂
に中心があるとすれ
ば、魂は神のまわり
を走りめぐり、彼の
周囲で彼を愛し、自
分にできる限り神の
まわりに自分を置く
だろう

13�なぜな
ら、すべて
のものが神
に依存して
いるのだか
ら

14�しかし
魂は神のも
とに行けな
いので、神
のまわりを
めぐるわけ
である

16�では、ど
うしてすべ
ての魂がそ
うしないの
か

17�いや、そ
れぞれの魂
が、それぞ
れのいる場
所で、そうし
ているので
ある

17�では、な
ぜわれわれ
の身体もそ
うしないの
か

18�それは、まっすぐに
動く性質のものがわれ
われに付着しており、ま
たわれわれの欲求が他
のものに向けられてお
り、またわれわれの球
状の部分（頭）が滑りが
悪いからだ

21�なぜなら、
神がすべてのも
のの内にいます
ならば、神ととも
にありたいと望
む魂は、神のま
わりで動くほか
はない

18�なぜな
ら、土を成
分としてい
るのだから

19�他方、
あちらの方
は（成分が）
細やかで動
きやすいの
で、随行す
るのである

20�というのも、
魂が動いている
限り、それがど
んな運動であろ
うと、いったいど
うして天が静止
するだろうか

21�おそらくわ
れわれにおいて
も、魂のまわり
にある気息は、
それ（円運動）
をしているのだ
ろう

23�神はど
こか（特定
の場所）に
いるのでは
ないのだか
ら

25�それにまたプラトン
も星々に、全天とともに
行なう求刑の運動を認
めただけでなく、それぞ
れの星がその中心のま
わりで行なう運動（『ティ
ナマイオス』40a）も認
めている

26 というのも、
それぞれの星
が、それぞれの
場所で神を抱
擁して歓喜する
のである

27�ただし、各
自の考量によっ
てそうするので
はなく、本性上
の必然性によっ
て

3
1 また、この
ことは次の
ように言わ
れてもよい

2�魂の或る力
が、これは末端
の能力である
が、大地から始
まって、全体を
貫いて「織り込
まれている（『テ
ィマイオス』
36e）」

3 また別の力が、こ
れは知覚する本性
をもち、思考する理
性をも与えられてい
るのだが、上方で、
諸天球の内に自己
を保持し、いわば天
球に乗って運ばれ
ている

5�そしてこの力
は、先のあるの
力に自分の内
から力を与え、
これをより多く
生命に溢れるも
のとする

6�さてそこで、
下の力は上の
力によってぐる
りと取り囲まれ
ていて、後者に
よって動かされ
る

地動説である

6�また上の力
は、下の力のう
ちで天球にまで
走り上がって来
たすべてのもの
の上に座してい
るのである

9�そこで、
上の力がぐ
るりと取り巻
いていて、
下の力は上
の力の方へ
傾きそちら
へ向き直る

10�そしてこの
向き直りが、下
の力がその内
で編みめぐらさ
れているところ
の物体（この世
界）を回転させ
るのである

11�なぜなら、一つ
の球において、どこ
かの部分が、どのよ
うにであろうと動か
されるならば、とり
かくそれが動かされ
さえすれば、それが
その内にあるものを
揺り動かすであろう

13�そこで、
その球に運
動が起きる

14�というのは、われわれの
身体のばあいでも、魂がた
とえば歓喜した時や、何か
善いと思えるものに出会っ
た時に、魂はちがったふう
に動くのだが、身体にはま
さに場所的な運動が生じる
のである

16�だから、かの所で魂
が善の内に入って、より
いっそう知覚的になり、
善なる者へ向かって動
いて、（天の）身体を、
かの所で自然であるよ
うに、場所的に揺り動か
すのである

19�また知覚す
る力も、上方か
ら、これもまた
善なる者をとら
えて、楽しみな
がら自己のもの
を追求しつつ

ーー善なる
者はあらゆ
る場所にあ
るのでーー

あらゆる場
所へ向けて
一緒に運動
する

21�しか
し英知
は次の
ように動
く

21�すなわ
ち、それは
静止してい
て動いてい
るのである

21�なぜな
ら、それは
それ自身の
まわりを動
いているの
だから

22�だから、
同じようにこ
の世界もま
た、円く（動
くこと）によ
って、動くと
同時に静止
しているわ
けである


